
 

 

 

 

 

         
 

2月 12日に、岩手県久慈市において国内 16例目の家きんでの高病原性鳥

インフルエンザ（HPAI）が発生しましたが、その直前の 2月 8日から現在に至るま
で、ハクチョウ、カラス等の野鳥で HPAI陽性が継続して確認されています。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

    

また、本年は、北海道根室市、羅臼町、えりも町でも複数のカラスで HPAI陽
性が確認されており、岩手のみならず東北地域で野鳥によるリスクが高くなっている

可能性があります。 

   養鶏農家の皆様は、カモ等の渡り鳥だけでなくカラス等の留鳥にも警戒をお願
いします。 

  

 
 

 

  
 

  

 
 

 

 
 

 

最上家畜保健衛生所 

最上地域家畜畜産物衛生指導協会 

令和 4年 3月 1日発行 

月発行 

飼養衛生管理基準を遵守し、 
農場へのウイルスの侵入を防ぎましょう!! 

 
★ 野鳥及び野生動物の侵入防止対策の徹底 
★ 農場へのウイルス持込防止対策の徹底  
 ◎必要ない者の立入制限 
◎手指消毒 
◎専用履物及び作業着の設置 
◎車両消毒の徹底 

裏面へ続きます 

 

今一度 

発見日 発見場所 鳥の種類

R4.2.8 岩手県久慈市 オオハクチョウ

R4.2.11 岩手県久慈市 ハシブトカラス

R4.2.12 岩手県久慈市 マガン

R4.2.13 岩手県久慈市 ハシブトカラス

R4.2.14 岩手県久慈市 オオハクチョウ

R4.2.15 岩手県久慈市 オオハクチョウ

R4.2.16 岩手県久慈市 オオハクチョウ

R4.2.17 岩手県久慈市 オオハクチョウ、ハシブトカラス

≪岩手県久慈市の野鳥のHPAI確認状況≫



 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
          

 

 
 

 

○飼養家きんを毎日観察し、万が一、飼養家きんに異常を発見した
場合は、すぐに担当獣医師もしくは当所までご連絡ください 
 

最上家畜保健衛生所  電話：０２３３-２９-１３５７ 

（休日・夜間も対応）    

   

発生都道府県 今シーズンの発生件数 殺処分羽数（万羽） ウイルス遺伝子型

H5N8
H5N1

10 16件 105.73


